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１．まるごと日本語オンラインコースを知る



「まるごと 日本語オンラインコース」って？？

コースがたくさん

無料

登録が必要

PC・スマホ

色々な活動

「JFにほんごeラーニング みなと」で開講している日本語コース

『まるごと 日本のことばと文化』をオンラインコース化



？

「オンラインコース」って？？

まるごと日本語オンラインコース ：

インタラクティブな教材で学ぶ自習のコース
（JFでは教師サポート付きコースも実施）

＊登録、テスト、修了



自習コース 学習画面のイメージ



コースの流れに沿って順番に学習

（目標を確認する →見る・聞く・言ってみる →聞く・気づく →使ってみる →ふりかえる ⇒ことばの仕組み）

新しいコンテンツ
（動画、練習など）

「オンラインコース」自習で学べる？？

学習サポート
（参照やDL資料）

マイページ
（学習を管理）



A2B1-1
A2B1-2

A2-3
A2-4

A2-１
A2-２

A１-1
A1-2

英語・スペイン語・インドネシア語
中国語・タイ語・ベトナム語
フランス語・ポルトガル語

英語・スペイン語
インドネシア語

英語・スペイン語 英語

初中級

「まるごと日本語オンラインコース」何コースあるの？？

（かつどう・りかい）

（かつどう）

（かつどう・りかい） （かつどう・りかい）



https://www.marugoto-online.jp/

「まるごと日本語オンラインコース」紹介ページ



２． A2B1コースの概要や特徴を知る



A2B1コースの概要 ：トピックやCan-do

A2B1-1コース ： トピック１-5
A2B1-2コース :  トピック6-9

仕事の悩みや結婚観など
個人の内面に踏み込んだトピック

１．スポーツの試合
２．家をさがす
３．ほっとする食べ物
４．訪問
５．ことばを学ぶ楽しみ

・やりとり １２ １１
・はなす ３
・よむ ３ 15

６．結婚
７．なやみ相談
８．旅行中のトラブル
９．仕事をさがす

▸トピック

▸Can-do

・人前で少し長く話す
・メールやブログを読む

▸活動



マイページ
・学習進捗
・ポートフォリオ

3

A2B1コースの概要 ：コースの構成

学習サポートコンテンツ
（トピックの参照） （全体の参照）

（ページの参照）

2

２つの学習コンテンツ
「きいてはなす」
「よんでかく」

1

2

2



１．トピックを知る

２．じゅんび（ごい）

３．Can-doごと
（「話す」「やりとり」Can-do）

STEP1 ： 目標を知る
STEP2 ： 聞く・気づく
STEP3 ： 話す
STEP4 ： Can-doチェック

4. ことばと文化

１．じゅんび（漢字）

２．Can-doごと
（「読む」Can-do）

STEP1 ： 目標を知る
STEP2 ： 読む
STEP3 ： 文法・文型
STEP4 ： 書く
STEP5 ：Can-doチェック

３. トピックのふりかえり 次の
トピックへ…

学習コンテンツ
「きいてはなす」

A2B1コースの概要 ：学習の流れ

学習コンテンツ
「よんでかく」



３．実際にサイトの画面を見てみる



２． A2B1コースの概要や特徴を知る

もういちど

ポイント
① ４技能の連動する学び
② もうひとつの世界（ドラマ）
③ レベルへの対応（日本語）
④ 様々な学習者への対応



A2B1コースのポイント① ４技能の連動する学び

聞く・気づく 同じように書いてみる

トピック１
友達を外出にさそう/さそいを受ける
りゆうを言ってやくそくをことわる

おわびのメールと
返事のメールを読む

「きいてはなす」 「よんでかく」

話す
使ってみる

関連する
メールやブログを読む

おわびのメールを
書く



A2B1コースのポイント① ４技能の連動する学び

トピック２の例

話す練習：
自分が住んでいるところについて話す

読解：
投稿サイト（どんな家に住んでいるか・理由）を読む

書く練習：
自分が住んでいる家について

サイトに投稿する



コースブック内の
質問から

読解文から

「書く練習」について

参照Can-do
・お世話になった人に、短い簡単な文でお礼の手紙やメールなどを書くことができる。(JF442 A2)
・経験、感情や出来事を多少詳細に記した個人的な手紙を書くことができる。(CEFR312 B1-1)

タスク型 作文型

A2B1コースのポイント① ４技能の連動する学び

別ウィンドウ
書くとき段落ごとに参照できる例文



A2B1コースのポイント② もうひとつの世界（ドラマ）

トピックを知る 場面提示

話す練習

長く話す例 ことばと文化導入部分 ふりかえり



A2B1コースのポイント③ レベルへの対応（日本語）

・場面提示
・読解問題 指示文
・〇×問題

日本語での表示を増やす
A２-３コース例 A２B1コース



・読解文を別ウィンドウ表示
・全体を確認できる
・スマホ版読みやすい改行

長い文をわかりやすく

A2B1コースのポイント③ レベルへの対応

A２-３コース例

A２B1コース
別ウィンドウ表示

実際の画面

A２B1コース

調整前



・既習事項表示
・豊富な例文
・ごいリストの整理

既習事項を整理／意識

ごいリスト
・初出のもの
・１レベルだけで既出のもの

文法解説例文 漢字読み問題

漢字コンテンツ

A2B1コースのポイント③ レベルへの対応

新出マーク

既習の「漢字のことば」

新しい例文

既習の「漢字のことば」



自然な/いろいろな日本語

A2B1コースのポイント③ レベルへの対応

ことばと文化

・１５秒から１分程度の短いもの
・日本全国の日本語話者
（高校生から年配の方まで）



プレーヤー再生

ルビ ON/OFF

練習問題に例

A2B1コースのポイント④ 様々な学習者への対応

A２-４コースまで



ごいリスト
漢字つき

アフレコ練習
スクリプト表示ON/OFF

A２-３コース例

A２B1コース

A2B1コースのポイント④ 様々な学習者への対応



コース受講者の声

▸ オンライン学習について

・いつでもどこでもPCやスマホで勉強できた

・忘れてしまった内容を簡単に復習できた

・クラスに参加する時間がないが、このコースで時間の

都合をつけて勉強できたのは素晴らしかった。

▸ 全体について

・コースは順序があるので簡単に学べた。

・とても役に立った。わかりやすく面白い。楽しく学べた。

・このコースは素晴らしくて夢中になれた。

・日常生活の会話を実践的に活用できる。

・聞く、話す、読む、書くの４つのスキルが身に付いた。

・海外のどこからでも勉強できるようにしてくれてありがとう！

・学習者が興味を持って続けられるようによく構成されたコース

▸ 各コンテンツについて

・文化の解説がとても役に立つ

・ビデオは学んだことを記憶するのに役立つ

・コースの最初に導入としてビデオがあるのがいい

・録音でスピーキングの練習ができた

・ことばと文化が好きで様々な日本語が聞けた

・メールやブログの書き方を学ぶことができてよかった

・メモを書いて話す活動が好きだった。書く、話すの練

習ができる。

▸ 希望

・B1のコースを作ってほしい。

・もっと書く練習がほしい。

・もっとルビ付き漢字表記を増やしてほしい

▸ 各コンテンツについて

・文化の解説がとても役に立つ

・ビデオは学んだことを記憶するのに役立つ

・コースの最初に導入としてビデオがあるのがいい

・録音でスピーキングの練習ができた

・ことばと文化が好きで様々な日本語が聞けた

・メールやブログの書き方を学ぶことができてよかった

・メモを書いて話す活動が好きだった。書く、話すの練習

ができる。



コースコンテンツのちがい

A1-1～A2-4 A２B1

「かつどう」「りかい」

９トピック18課

生活と文化

「かつどう」に 全Can-do

「りかい」で 体系的に学ぶ

「きいてはなす」「よんでかく」

９トピック

ことばと文化

「きいてはなす」に やりとり/話すCan-do

「よんでかく」に 読むCan-do

既存コースを
ご存知の方へ



サイトUIが少し変わりました

・これまでと同じ形

・スクロール型

・DL資料は全体の参照

既存コースを
ご存知の方へ



４．活用方法のイメージを持つ



活用方法（いつ？ どこを？ どう？）

クラスでオンラインで

コースの一部をコースをそのまま

復習で予習で（反転） 授業/ライブレッスンに
向いた活動

・会話
・発表、Q&A
・グループワーク
・質問
・フィードバック



実践例

コース概要

・自習＋教師のサポート付きコース
（オンラインレッスン、課題の添削）
・オンラインレッスン 50分 （5回）
・１クラス ４-5名

コースの一部を

オンラインレッスンで

反転的に



実践例紹介①

Can-do会話
使う活動： ドラマで練習、会話例

１．目標Can-doを確認
２．動画をみんなで見る
３．会話例を見ながら口慣らしでリピート
４．ペアで話してみる
５．ブレイクアウトルームで自分なりの答えで練習
6.メインルームに帰ってきて2人ずつやってみる



実践例紹介②

アフレコ
使う活動： 聞く練習、ドラマで練習

１．目標Can-doを確認
２．応援のことばを聞いて言う練習
３．動画を見て確認する
４．ひとりずつアフレコ
５．みんなで応援アフレコ



実践例紹介③

トピックについて話しましょう
使う活動： チェックしましょう（ごい）

１．トピックを確認
２．チェックリストを見ながら手を挙げる
３．Q＆A
４．ブレイクアウトルームでペアで話す
５．メインルームに帰ってきて報告

コース画面

レッスン使用PPT



活用のルール

コースをオンラインで使う

コースから切り離さない
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